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地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

平成27年 ふれあい祭
6月13日土 14日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

13 14 開催

13

14

「越前しきぶ姫」

ところ：越前市文化センター
■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

■午前9：45～午後1：00

■午前11：00～

■午前10：00～

■午後3：30～

遊具運行時間：午前10
：00～午後4：00

アグネス・チャン
歌謡ショー
アグネス・チャン
歌謡ショー

■2回目
　午後  3：30～

■1回目
　午前11：30～

13

南越消防組合音楽隊

※スケジュールの都合上、上記時刻に変更があることもございます。ご了承下さいませ。

両日開催!!両日開催!!キッチンカーにてキッチンカーにて

無料試食
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組合長のご紹介平成27年度 農家

【
敬
称
略
】

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡

押
田

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

勾
当
原
町

湯
谷
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室

下
文
室

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

加

藤

一

行

平

井

孝

博

片

谷　

登

大

柳

覚

行

栗

塚

忠

夫

小

泉

次

男

谷

口

幹

雄

越

井

秀

夫

小

林　

誠

杉

原　

寿

加

藤　

修

佐
木
崎
弥
右
エ
門

奥

山

明

夫

西

野

正

幸

山

西　

実

横

山　

修

畠

中

崇

宏

庭

本

良

一

小

林

和

明

山

内

政

和

前

川

清

貴

青

木

達

夫

芳

村

謹

治

三

好

幹

夫

清

明

邦

央

永

宮

利

一

近
　

藤
　

多
加
則

伊

藤

一

行

竹

村

隆

士

横 

山 

嘉
右
エ
門

青

木

敏

行

西

川

英

夫

石

田

勝

治

宮

本

敏

之

矢

敷

和

夫

堀
　

井
　

栄
　

一

北

畑

由

人

宇

野

栄

治

小

柳

清

和

小

形

吉

郎

小

形

善

修

前
　

田
　

喜
美
子

北

畑

繁

喜

吉

田

健

秀

兵　

和

博

上

木

健

二

上

木

哲

夫

仲

山

義

雄

田

中

利

博

齋

藤

敏

英

天

谷

幸

雄

田
　

中
　

永
　

一

田
　

中
　

喜
代
栄

菱

川　

守

奥

山

紀

昭

青

山　

満

岡

部　

巴

竹

内

宏

樹

西　

　

巧

三

好　

亮

根

谷

啓

史

吉

田

弥

平

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

川　

治

田

中

孝

直

加

藤

和

明

小

西

義

一

大
　

橋
　

広
之
進

山
　

本
　

順
一
郎

山

口

明

寛

上

良

康

夫

藤

井

偉

史

榎　

泰

章

出

口

泰

之

山

口

重

和

高

山

勝

則

橋

本　

勉

飯

塚

敏

樹

谷

口　

基

水
　

上
　

千
代
治

三
田
村
　

幸
　

一

佐

治

卯

門

三
田
村
　

一
　

郎

加

藤

一

夫

上

嶋

了

達

加

藤

浩

一

佐
々
木
　

浩
　

和

宮

本

昭

治

牧

田

峰

雄

恵

美

辰

實

福

岡

貴

矢

玉

村

直

人

夏

梅

幸

道

夏

梅　

治

納

村

淳

治

三
田
村
　

弘
　

一

土

田

浩

司

上

坂

俊

彰

増

永

信

幸

山

口

覚

英

杉

本

輝

彦

笠
　

島
　

幸
　

一

林　

由

成

大

塚

秀

樹

福

岡

博

喜

伊

藤

征

治

山

本

重

克

牧

田

善

浩

武

内

武

志

塚

﨑

康

雄

橋

本　

正

孝

治

太

士

萩

原

茂

彦

畑　

弘

明

麹　

利

之

橋

詰

實

雄

田

中

仁

文

谷

口

英

樹

林　

昌

広

平

野

久

治

増

田

義

治

光

川

正

治

高

坂

俊

樹

村

上

光

男

紙 

屋 

仲
右
エ
門

玉

崎

清

二

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

山

口

政

幸

恒

本

邦

夫

宮

崎

礼

三

蔭

山

淳

夫

前

川

功

次

河

合

雅

喜

田

中

忠

幸

宇
都
宮
　

末
　

己

小

原　

誠

中

西

昭

仁

清
水
端
　
　
　

明

山

口

光

男

寺

尾

忠

保

大

柳

勇

雄

稲
　

菊
　

貞
　

一

生
　

田
　

正
　

一

嶋

田

欣

吾

上

野　

博

堀

江

幹

夫

中

井

清

春

夏

梅

敏

明

後　

琢

巳

霜　

実

男

嶋

田

哲

男

山
　

口
　

喜
久
雄

柴
　

田
　

美
津
夫

北

田

和

之

小
　

川
　

浩
　

一

高
　

橋
　

木
三
夫

澤
　

崎
　

誠
衛
司

今

村

和

裕

嶋
　

崎
　

喜
　

一

大
久
保
　

宏
　

昭

細
　

井
　

仁
　

一

宮

地

勝

春

桂

川

静

雄

谷

嵜

一

義

嶋

田

良

弘

岩

嵜　

隆

立
　

石
　

冨
士
夫

嶋

崎

哲

夫

谷

﨑

嘉

勝

山

口

豊

彦

澤

﨑

信

宏

澤

﨑

輝

男

松

田

泰

博

井

坂

勇

二

勝

見

幸

雄

山

口

重

滋

山

本　

茂

谷

口

晴

俊

城
　

野
　

庄
　

一

池
　

川
　

洋
　

一

野

村

義

行

関

根

哲

雄

喜
　

村
　

喜
代
治

西

川

修

司

石

山

清

孝

南
　
　
　

良
　

一

伊

藤

政

美

藤

川

一

治

安
　

藤
　

誠
　

一

辻

淳

森

﨑

輝

男

野

村

浩

治

中

山

敏

幸

赤

田　

稔

赤
　

田
　

弥
一
郎

田

嶋

秀

夫

阿
津
川
　

昭
　

文

艸

分

英

治

坂

本

和

彦

京

藤

睦

治

土

田

喜

計

赤

澤

敏

宏

小

林

文

夫

野

崎

和

彦

幸

明　

寿

善

定

末

彦

野

﨑

岩

雄

向

山　

貢

川

島　

保

倉

橋

隆

儀

谷

口

康

弘

橋
　

爪
　

健
　

一

小

亀

悟

美

宮

下

忠

義

大
　

倉
　

利
喜
夫

大

下　

彰

道

場

三

郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに219名の農家組合長さんが選任
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長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

加

藤

一

行

平

井

孝

博

片

谷　

登

大

柳

覚

行

栗

塚

忠

夫

小

泉

次

男

谷

口

幹

雄

越

井

秀

夫

小

林　

誠

杉

原　

寿

加

藤　

修

佐
木
崎
弥
右
エ
門

奥

山

明

夫

西

野

正

幸

山

西　

実

横

山　

修

畠

中

崇

宏

庭

本

良

一

小

林

和

明

山

内

政

和

前

川

清

貴

青

木

達

夫

芳

村

謹

治

三

好

幹

夫

清

明

邦

央

永

宮

利

一

近
　

藤
　

多
加
則

伊

藤

一

行

竹

村

隆

士

横 

山 

嘉
右
エ
門

青

木

敏

行

西

川

英

夫

石

田

勝

治

宮

本

敏

之

矢

敷

和

夫

堀
　

井
　

栄
　

一

北

畑

由

人

宇

野

栄

治

小

柳

清

和

小

形

吉

郎

小

形

善

修

前
　

田
　

喜
美
子

北

畑

繁

喜

吉

田

健

秀

兵　

和

博

上

木

健

二

上

木

哲

夫

仲

山

義

雄

田

中

利

博

齋

藤

敏

英

天

谷

幸

雄

田
　

中
　

永
　

一

田
　

中
　

喜
代
栄

菱

川　

守

奥

山

紀

昭

青

山　

満

岡

部　

巴

竹

内

宏

樹

西　

　

巧

三

好　

亮

根

谷

啓

史

吉

田

弥

平

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

川　

治

田

中

孝

直

加

藤

和

明

小

西

義

一

大
　

橋
　

広
之
進

山
　

本
　

順
一
郎

山

口

明

寛

上

良

康

夫

藤

井

偉

史

榎　

泰

章

出

口

泰

之

山

口

重

和

高

山

勝

則

橋

本　

勉

飯

塚

敏

樹

谷

口　

基

水
　

上
　

千
代
治

三
田
村
　

幸
　

一

佐

治

卯

門

三
田
村
　

一
　

郎

加

藤

一

夫

上

嶋

了

達

加

藤

浩

一

佐
々
木
　

浩
　

和

宮

本

昭

治

牧

田

峰

雄

恵

美

辰

實

福

岡

貴

矢

玉

村

直

人

夏

梅

幸

道

夏

梅　

治

納

村

淳

治

三
田
村
　

弘
　

一

土

田

浩

司

上

坂

俊

彰

増

永

信

幸

山

口

覚

英

杉

本

輝

彦

笠
　

島
　

幸
　

一

林　

由

成

大

塚

秀

樹

福

岡

博

喜

伊

藤

征

治

山

本

重

克

牧

田

善

浩

武

内

武

志

塚

﨑

康

雄

橋

本　

正

孝

治

太

士

萩

原

茂

彦

畑　

弘

明

麹　

利

之

橋

詰

實

雄

田

中

仁

文

谷

口

英

樹

林　

昌

広

平

野

久

治

増

田

義

治

光

川

正

治

高

坂

俊

樹

村

上

光

男

紙 

屋 

仲
右
エ
門

玉

崎

清

二

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

山

口

政

幸

恒

本

邦

夫

宮

崎

礼

三

蔭

山

淳

夫

前

川

功

次

河

合

雅

喜

田

中

忠

幸

宇
都
宮
　

末
　

己

小

原　

誠

中

西

昭

仁

清
水
端
　
　
　

明

山

口

光

男

寺

尾

忠

保

大

柳

勇

雄

稲
　

菊
　

貞
　

一

生
　

田
　

正
　

一

嶋

田

欣

吾

上

野　

博

堀

江

幹

夫

中

井

清

春

夏

梅

敏

明

後　

琢

巳

霜　

実

男

嶋

田

哲

男

山
　

口
　

喜
久
雄

柴
　

田
　

美
津
夫

北

田

和

之

小
　

川
　

浩
　

一

高
　

橋
　

木
三
夫

澤
　

崎
　

誠
衛
司

今

村

和

裕

嶋
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喜
　

一

大
久
保
　

宏
　

昭

細
　

井
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一

宮

地

勝

春

桂

川

静

雄

谷

嵜

一

義

嶋

田

良

弘

岩
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隆

立
　

石
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嶋

崎
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﨑

嘉
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﨑

信
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﨑
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松
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博

井

坂

勇

二
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重

滋
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本　

茂
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野
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池
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野

村

義

行

関

根

哲
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喜
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治
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修

司
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清

孝

南
　
　
　

良
　

一

伊

藤

政

美

藤

川

一

治

安
　

藤
　

誠
　

一

辻

淳

森

﨑

輝

男

野

村

浩

治

中

山

敏

幸

赤
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稔
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弥
一
郎

田

嶋

秀

夫

阿
津
川
　

昭
　

文

艸

分

英

治

坂

本

和

彦

京

藤

睦

治

土

田

喜

計

赤

澤

敏

宏

小

林

文

夫

野

崎

和

彦

幸

明　

寿

善

定

末

彦

野

﨑

岩

雄

向

山　

貢

川

島　

保

倉

橋

隆

儀

谷

口

康

弘

橋
　

爪
　

健
　

一

小

亀

悟

美

宮

下

忠

義

大
　

倉
　

利
喜
夫

大

下　

彰

道

場

三

郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに219名の農家組合長さんが選任
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栽培のポイント

今月は

家の光協会発行図書「はじめての野菜づくり12か月」（著：板木利隆）より

ダイズの未熟な若マメの状態で収穫し利用するときの名称のエダマメは、タンパク質、ビ
タミンが豊富で、アミノ酸と糖分のバランスもよく、塩茹でのほか、豆ご飯、和え物、炒め物、
揚げ物など様々な調理方法がある野菜です。
新潟、山形などには特有の茶豆系の良食味品種があり、おすすめ品種として、茶豆風味
の『おつな姫』、黒豆の『快豆黒頭巾』があります。収穫時期は遅いですが、６月からの遅
どり栽培には良い時期です。最近では、黒マメもエダマメとして用いられています。
夏どりで優品を得るには重粘な土壌（保水力のある重い土）で、水分の多いところを選び

ます。昼夜の温度差が大きいところほど優品を産します。
収穫の適期幅はきわめて狭いので、全果の熟度をよく判断して、遅れずに収穫することが
大切です。鳥害を防ぐには、苗で畑に植えるか、じかまきなら発芽し、葉が緑化するまでネ
ットをじかにかけるようにします。

エダマメ　［果菜類・マメ科］
原産地：中国

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

遅どり栽培

栽培カレンダー

□
■
■

種まき
植えつけ
収穫

育苗箱に間隔を大きく
あけて種をまく

本葉3枚のころ株間が込み
すぎないうちに定植する

1cmくらいの
厚さに覆土する

セルトレイ（128穴）に1粒ずつ
指先で押し込み、種をまく

1cmほど覆土し、手のひら
で軽く押さえておく

肥料が多すぎて過繁茂にならないよう、
畑の肥沃度により量をかげんする

簡単に育苗でき、
植え傷みが少ない

市販の専用の
土を用いる

セルの中に根が十分張り、
引き抜けるようになったら
定植する

発芽したところ

栽培方法
❶苗づくり

❷元肥入れ

育苗の場合 じかまきの場合
1か所に3～4粒まく

発芽後に間引いて
1本立てに

若すぎる

1か所に1本ずつ植える
（畝幅、株間は育苗・じか
まき共通）

育苗箱の場合

セル成型育苗の場合

育苗の場合 じかまきの場合

「はじめての野菜づくり12か月」

野菜づくりの基礎作業・基礎知識
から育て方のプロセスをイラスト
でわかりやすく解説

板木利隆 著　家の光協会

❹土寄せ

❺追肥

❸植えつけ・種まき

❻摘芯

❼収穫

てき しん

ひ よく

使用済農業用生産資材の回収について
★回収場所★
　①越前市（国高・北新庄・北日野・味真野・王子保地区以外）の方

　　　→　㈱コープ武生農機センター奥駐車場 

　②越前市（国高・北新庄・北日野・味真野地区）の方

　　　→　JA越前たけふ基幹東部支店西側駐車場

　③南条・今庄・河野・王子保地区の方 

　　　→　南条カントリーエレベーター前

★回収日時★
　平成27年6月21日(日)
　午前8時30分～午前11時（時間厳守）
記入、押印済の委任状・口座振替承諾書を必ず持
参して下さい。（様式は各支店に用意してあります）

★料金★
　プラスチック系　47円／kg（税込）
　金属、ガラス系　34円／kg（税込）

◆当日は、記名、押印済の委任状・口座振替承諾書を必ず持参してください。

◆回収時間を過ぎてからの受取は行っておりませんので、回収時間内（午前 8時 30分～午前 11時）
　の搬入をお願い致します。

【適正な梱包の一例】

【不適切な梱包の一例】このような梱包で搬入された場合、受取をお断りすることがあります。

このような梱包での搬入をお願いいたします。

丸めていないアゼシート 泥がついたままのマルチ 梱包が雑なハウスビニール 洗浄されていない農薬の空容器

次の場合は、受取を致しませんのでご注意下さい。

■詳しいお問い合わせは、お近くのＪＡ各支店まで

注意
◆梱包の仕方が適正でないもの（上記参照）
◆指定日以外に搬入されたもの
◆生活ゴミや、農業資材以外の廃棄物が含まれているもの
◆（株）コープ武生、 ＪＡ越前たけふ以外で購入されたもの

※期限切れ農薬については、当日受取ができません。 
　農薬処分は有償となりますので、後日配送センターへお問い合わせください。

基幹中央支店
西 部 支 店
基幹東部支店

２１－２６０７
２８－７７７７
２５－７７７７

北 日 野 支 店
味 真 野 支 店
基幹南条支店

２２－３３５５
２７－１２００
４７－７７７７

王 子 保 支 店
今 庄 支 店
配送センター

２２－０９００
４５－７７７７
２１－２５１３

★ 委任状、貯金口座振替依頼書は各支店窓口に用意してあります ★

〈1㎡当たり〉
石灰　大さじ3～4杯
完熟堆肥　4～5握り
化成肥料　大さじ1杯

植えつけてから15
～20日たったころ
と、その10日後の
2回

草丈17～18cmに伸びたころ、葉色がうす
く伸びが遅ければ、少量の化成肥料を株のま
わり施し、土寄せする

本葉が出始めのこ
ろ、子葉が少し隠れ
るくらいに。半月後
に第2回を

本葉5～6枚の
ころ摘芯し、わき
芽の伸びをうな
がす

実の膨らみがめだち、さやを押さえる
と子実が飛び出すころが適期

よくできたもの
は伸びたわき芽
にもよくさやが
着き、空ざやが少
なく実が入って
いる

畑が肥沃で
茎葉の伸び
が旺盛にな
りやすいとこ
ろでは摘芯
する
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①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
き
作

成
さ
れ
た
財
務
に
関
す
る
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

③
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

④
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
近
代
化
資
金
が
〇
．
一
％
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
農
業
普
通

資
金
が
〇
．
一
％
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
と
併
せ
、
農
業
経
営
支
援
資
金

（
災
害
資
金
）が
〇
．
〇
五
％
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑤
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

・
内
部
牽
制
及
び
役
員
の
内
部
統
制
業

務
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
の

評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑥
内
部
監
査
の
品
質
評
価
（
外
部
評

価
）結
果
に
つ
い
て

・
十
二
月
末
を
評
価
基
準
に
二
十
七
の

評
価
項
目
に
つ
い
て
内
部
評
価
を
実

施
し
、
そ
の
内
部
評
価
結
果
に
基
づ

く
全
国
監
査
機
構
の
外
部
評
価
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
大
麦
の
生
育
状
況
と
防
除
に
つ
い
て

・
大
麦
の
生
育
状
況
及
び
赤
か
び
病
の

適
期
防
除
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

・
三
月
末
仮
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
六
年
十
二
月
末
決
算
定
期

監
事
監
査
報
告
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）に
つ
い
て

・
一
月
二
十
八
日
、
二
月
四
日
、
五
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
決
算
定
期
監
事

監
査
の
指
摘
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

③
平
成
二
十
七
年
度
理
事
の
報
酬
に
つ

い
て

・
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
昨
年
と
同
額

と
す
る
こ
と
で
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

④
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す

る
規
則
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

・
反
社
会
的
勢
力
の
組
合
員
加
入
か
ら

の
排
除
に
係
る
定
款
等
の
変
更
に
伴

い
、
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
規
則
を
一
部
変
更
す
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

⑤
平
成
二
十
六
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
六
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
事
業
所

に
配
備
い
た
し
ま
す
。

⑥
平
成
二
十
七
年
産
米
の
出
荷
契
約
金

に
つ
い
て

・
昨
年
同
様
、
契
約
米
で
五
，
〇
〇
〇

円
／
俵
、
加
工
用
米
・
輸
出
用
米
で

三
，
〇
〇
〇
円
／
俵
を
支
払
う
こ
と

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
農
産
物
検
査
業
務
を
実
施
す
る
う
え

で
、
理
事
三
名
と
組
合
と
の
間
で
農

平成27年4月22日
開会…10時00分
閉会…15時00分
出席理事…22名
出席監事…5名

第65回

そ
の
他

報
告
事
項

附
議
事
項

平成27年4月22日
開会…15時5分
閉会…15時10分
出席取締役…22名
出席監査役…5名

第458回

㈱コープ武生
取締役会報告
㈱コープ武生
取締役会報告

①
三
月
末
残
高
試
算
表
並
び
に
仮
決
算

（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

産
物
検
査
員
労
働
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

①
人
事
異
動
に
つ
い
て

②
兼
職
承
認
に
つ
い
て

③
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

・
環
境
問
題
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
五
月
十
一
日（
月
）か
ら
十

月
三
十
一
日（
土
）ま
で
の
期
間
、
ク

ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

附
議
事
項

※賞品はなくなり次第、
終了となります。

※ 写 真 は イ メ ー ジ で す 。

キャンペーン
応募要項

応募方法

応募資格

抽選について

お見積りをしていただいた方に、ステキなプレゼント!

A賞 B賞
さらに

!!

無
料

※ご提供いただいた個人情報は、ＪＡおよびＪＡ共済連の事業および各種サービスのご提供・ご案内・充実等の目的以外には使用いたしません。また、ＪＡ共
済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努めております。なお、詳しくはＪＡ共済ホームページ（http://www.ja-kyosai.or.jp）をご覧ください。

※本キャンペーンにご応募いただいた場合であっても、法令等によりＪＡ共済にご加入いただけないことがございます。

100名様

応募期間
平成27年 平成27年

1月1日 ～ 6月30日

6月30日
平成27年応募

締切

総計

（応募用紙は各支店にございます。）

JA各支店
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①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
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に
つ
い
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②
Ｊ
Ａ
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Ｊ
Ａ
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し
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。

③
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④
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．
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．
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応募要項

応募方法

応募資格

抽選について

お見積りをしていただいた方に、ステキなプレゼント!

A賞 B賞
さらに

!!

無
料

※ご提供いただいた個人情報は、ＪＡおよびＪＡ共済連の事業および各種サービスのご提供・ご案内・充実等の目的以外には使用いたしません。また、ＪＡ共
済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努めております。なお、詳しくはＪＡ共済ホームページ（http://www.ja-kyosai.or.jp）をご覧ください。

※本キャンペーンにご応募いただいた場合であっても、法令等によりＪＡ共済にご加入いただけないことがございます。

100名様

応募期間
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1月1日 ～ 6月30日

6月30日
平成27年応募

締切

総計

（応募用紙は各支店にございます。）

JA各支店
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ＪＡ年金日帰り旅行
～歴史と伝統・食文化・みほとけのまち　若狭小浜へ～

ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」吉田松陰と縁のある梅田雲浜（生誕200年）を巡りながら
うめだ うん ぴん

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅
行
を
、
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
四
月
十
六
日
、
十
七
日
、
二
十
一

日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
は
当
Ｊ
Ａ
で
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
百

八
十
四
名
が
参
加
し
、
若
狭
小
浜
方
面
を
訪
れ
ま
し

た
。
吉
田
松
陰
と
親
交
の
あ
っ
た
若
狭
小
浜
出
身
の
梅

田
雲
浜
ゆ
か
り
の
地
や
、
お
ば
ま
観
光
局
が
発
行
し
た

水
彩
画
の
ハ
ガ
キ
「
若
狭
小
浜
の
風
景
」
に
描
か
れ
た

各
地
を
巡
り
な
が
ら
、
参
加
者
は
松
陰
や
雲
浜
ら
が

生
き
た
激
動
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

廣嶺神社
ひろみね

八幡神社
はちまん

１８１５年６月７日に矢部家の次男として生まれた雲浜で

すが、後に祖父の梅田家を継ぐことになりました。雲浜は

幼少より文武の道を修め、藩学である崎門学に通じたばか

りでなく、国学・兵学・短歌・和歌もたしなみました。

ご住職から雲浜の生涯に

ついてお話を聞き、その後、

雲浜の墓参りをしました。

雲浜碑の前にて、「梅田雲浜の人物

像」の著者である村上利夫さん（前 小

浜市長）より、雲浜の功績について、

お話を聞きました。

若狭の語り部さんと猟師町・柳町・寺町の三つの総称と伝

えられる元茶屋街（三丁町）を訪れ、蓬嶋楼・酔月などを巡

りました。風情ある魅力的な町並みに、参加者は幕末にタイム

スリップしたような気持ちになり、笑顔がこぼれていました。

大正１４年に建てられた髙

鳥歯科医院は、国登録有形

文化財に指定されています。

八幡神社には「学問の神」「産

業振興の神」などが祀られ

ており、毎年秋には「放生

祭」が催されています。

長州藩出身の政治家として活躍した木戸孝允

（桂小五郎）の妻、幾松（父は元小浜藩士）の

縁者が経営している、きざき旅館を訪れました。

「津島の名水」「雲城水（平成の名水百選）」の試飲を行いました。雲城水の水源は百年

かかって湧き出ると言われ、遠方から水を汲みに来る人もいます。

小浜藩主は幕府派の為、雲浜は地元で冷遇されましたが、西郷隆盛

や山県有朋と並んで、幕末期において高く評価されました。

西津地区は、かつて大阪と北海道を往復す

る北前船の寄港地として繁栄しました。

若狭小浜出身の梅田雲浜
は、明治維新の功労者と
して活躍し、今年で生誕
２００年を迎えます。

き もんがく

ほうとうろう

雲浜像

雲浜のお墓

梅田雲浜碑

鹿島
髙鳥歯科
医院

西津
北前船
屋敷

小浜
公園 三丁町

名水を飲んで元気いっぱいになった
後、湧水と港が隣接している雄大な景
色を眺めました。

八幡神社の立派な絵馬殿に
感心。

浜
に
建
つ
家
並
み
の
原
風
景
を

満
喫
し
ま
し
た
。

雲浜の辞世の句①

雲浜の辞世の句②

アグネス・チャン歌謡ショー
　宗家 藤間流 日舞

アグネス・チャン歌謡ショー
　宗家 藤間流 日舞

7年度 JA年金受給感謝大会平成27年度 JA年金受給感謝大会

と　き：平成２７年６月１３日（土）
１回目　午前 ９：３０～　２回目　午後 １：３０～

ところ：越前市文化センター中ホール
　　　

戦国時代前から、ここで
祇園祭が行われています。

雲城水で作られた「くずまんじゅう」をきざき旅館前で試食

きざき
旅館

「軟らかくて飲みやすいね」

雲城水

名水の試飲
漁港・船だまり

松源寺
しょうげんじ
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医院
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北前船
屋敷

小浜
公園 三丁町
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アグネス・チャン歌謡ショー
　宗家 藤間流 日舞

アグネス・チャン歌謡ショー
　宗家 藤間流 日舞

7年度 JA年金受給感謝大会平成27年度 JA年金受給感謝大会

と　き：平成２７年６月１３日（土）
１回目　午前 ９：３０～　２回目　午後 １：３０～

ところ：越前市文化センター中ホール
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名水の試飲
漁港・船だまり

松源寺
しょうげんじ



1213

越
前
市
農
業
再
生
協
議
会 

通
常
総
会

年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー

四
月
二
十
六
日
、
し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里

で
、
年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
三
十
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
社
会
保
険
労
務
士
の
鈴
木
博
巳
氏

を
迎
え
、
年
金
の
仕
組
み
を
は
じ
め
、（
定

年
）退
職
に
関
連
し
た
雇
用
保
険
や
健
康
保

険
、
所
得
税
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
参
加
者
は
今
後
の
手
続
き
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
真

剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

営
農
講
座「
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
」

五
月
十
五
日
、
味
真
野
支
店
の
駐
車

場
で
味
真
野
地
区
営
農
講
座
が
開
か

れ
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
座
に
は
約
二
十
名
が
参
加
し
、

最
初
に
、
営
農
指
導
員
か
ら
菌
打
ち
の

仕
方
や
、
菌
を
打
ち
込
ん
だ
原
木
の
保

管
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
晴
天
の
下
、
原

木
に
穴
を
あ
け
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
糸
を

手
際
よ
く
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

五
月
八
日
、
本
店
三
階
会
議
室
に
お
い
て
越

前
市
農
業
再
生
協
議
会
の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
冨
田
会
長
よ
り
「
平
成

三
十
年
以
降
、
農
業
の
見
通
し
が
全
く
立
た
な

い
中
で
も
、
色
々
な
状
況
を
模
索
し
な
が
ら
挑

戦
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
交
付

金
の
執
行
状
況
や
集
落
営
農
、
認
定
農
業
者
の

育
成
な
ど
今
年
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信

親
子
食
農
体
験 

第
一
弾

五
月
九
日
、
中
央
支
店
前
で
親
子
食
農
体
験

が
開
催
さ
れ
、
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の
お
花
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
、
木
で
作
っ
た
う
さ
ぎ
の
ミ
ニ
ト
ピ
ア
リ
ー

を
飾
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
綺
麗
な
花
が

咲
き
続
け
る
よ
う
心
を
込
め
な
が
ら
、
丁
寧
に

植
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
部
員
に
よ

る
紙
芝
居
「
く
い
し
ん
ぼ
う
さ
ん
ま
だ
ま
だ
よ
」

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
興

味
津
々
の
様
子
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
晴・省
農
薬
あ
き
さ
か
り・

　
　

 

特
栽
コ
シ
ヒ
カ
リ
説
明
会

四
月
三
十
日
、
管
内
九
ヵ
所
の
育
苗
セ
ン
タ
ー

の
組
合
長
や
営
農
指
導
員
に
よ
る
巡
回
が
行
わ

れ
、
育
苗
ハ
ウ
ス
内
の
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
や
日
本
晴

の
苗
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
近
年
に
な
く
育
苗
が
順
調
で
「
苗

丈
が
十
分
で
根
の
張
り
が
良
い
」
と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
巡
回
の
最
後
に
営
農
指
導
員
よ

り
、
今
後
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
育
苗
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
一
転
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
を

十
分
に
行
う
よ
う
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

育
苗
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
巡
回

日
本
晴
の
田
植
え
開
始
！

五
月
九
日
よ
り
各
地
の
育
苗
セ
ン

タ
ー
に
て
日
本
晴
の
硬
化
苗
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
多
く
の
生

産
者
の
方
が
、
育
苗
ハ
ウ
ス
へ
苗
の

引
取
り
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産

者
は
丈
夫
に
育
っ
た
苗
を
見
て
、

口
々
に
「
今
年
は
出
来
秋
が
期
待
で

き
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
田
植
え

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

五
月
七
日
、
本
店
四
階
大
ホ
ー
ル
で
平
成
二
十
七
年
産
の
日
本
晴
・
省
農
薬
あ
き

さ
か
り
・
特
栽
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
百
六
十
名
の
生
産
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
日
本
晴
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
三
年
後
の
自
主
転
作
に
向
け

て
作
付
面
積
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
方
針
や
、
昨
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
た
肥
培
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
、
第
二
部
と
第
三
部
で
は
省
農
薬
あ
き
さ
か
り
の
中
干
し
延
期
や
特

別
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
越
前
市
・
南
越
前
町
よ
り
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
の
変
更
内
容
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

日
本
で
は
水
洗
化
が
進
ん
で
い
ま
す

足
袋
に
付
い
て
い
る
金
具

方
位
磁
針
の
N
極
が
指
す
方
角

は
っ
き
り
し
な
い
○
○
模
糊
（
も
こ
）
と
し
た
状
態

○
○
海
流
と
も
呼
ば
れ
る
親
潮

6
月
の
第
3
日
曜
日
は
○
○
の
日
で
す

漢
字
で
書
く
と
軍
鶏　

ニ
ワ
ト
リ
の
一
種
で
す

す
ず
り
で
す
り
ま
す

ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
兄
弟
が
著
し
た
も
の

ご
ま
な
ど
を
油
を
ひ
か
ず
に
加
熱
す
る
こ
と

梅
雨
時
は
食
物
や
浴
室
に
生
え
や
す
く
な
り
ま
す

レ
イ
シ
と
も
い
わ
れ
る
果
物

ワ
タ
の
種
子
か
ら
取
っ
た
繊
維　

あ
る
い
は
そ
れ
で
織
っ
た
布

■■■■■■■■■■■■■136712 1016 14 818202223

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

6 月 10 日は○○の記念日
にょろりと長い胴を持つ小動物
男女が出会った途端に落ちることも
関東では養殖のブリ、関西では若いブリをこう呼びます
易者が占いに使う細い棒
傘を忘れたので軒先を借りて……
ライオンのことです
まつげに塗る化粧品
割、分、厘のさらに下
現在を挟んで過去とは反対側
みそ汁によく入れられる海藻
○○に就いて、用意、ドン！
○○詰め　ガラス○○　ビール○○ ★締切日

　6月10日（水）消印有効

★抽選で10名様に
　「メロン」をプレゼントいたします。
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※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

４月号の解答

応募総数91通　正解数89通

先月号の答えは
「ハナミズキ」
　　　　 でした。

宮地　富子（西大道）
河内喜代子（押田）
山本　絹子（東大道）
大久保　勇（北）
久保　豊子（勾当原）

片岡いづみ（塚）
堀　　春美（本保）
丸岡　清美（脇本）
奥村ヨシ子（中新庄）
川端　秀子（五分市）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

渡辺香保（池泉）
北村和美（杉谷）

1
2
3
4
5
7
9
11
13
15
17
19
21

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】好奇心を大切にしたい時
期。興味を引かれる分野にチャレンジ
を。知人のメールで好情報をキャッチ
することも
【健康運】軽い運動をすると心身共に
好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲンマメ

【全体運】リラックスでき、落ち着いて
行動できる1カ月。任された仕事を完
璧にこなし、周りから一目置かれそうで
す
【健康運】食べ過ぎてしまいがち。自
己節制が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

【全体運】前向きになれるはず。やっ
てみたいことを始めれば、すんなり上
達できそう。温めていたプランの実行
も大賛成
【健康運】睡眠の質を高めることで、
より健康体に
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】縁の下の力持ち的な役割
も笑顔で取り組み、サービス精神を発
揮しましょう。一気に人気者になれる
可能性大
【健康運】栄養バランスを整えること
で好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

【全体運】習い事を始めたり、新しい
趣味を持ったり、行動範囲を広げるチ
ャンスです。外出先で良縁に出合える
予感も
【健康運】適度な運動につき。発想
力ＵＰにも有効
【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】腰が重くなり、いろいろ面
倒になりやすいかも。約束をドタキャン
しないよう注意を。気晴らしには散歩
が◎
【健康運】食事時間を長く取り、ゆっ
たり過ごして
【幸運を呼ぶ食べ物】イサキ

【全体運】思い切ってアクションを起
こすことで、新たな扉が開かれます。
意欲的に！　遠出の旅行やドライブに
も幸運が
【健康運】シェイプアップに最適。理
想達成が可能
【幸運を呼ぶ食べ物】もずく

【全体運】考え過ぎてしまう傾向がチ
ラリ。もっと気楽に構えて。全身マッサ
ージをすると、気持ちを落ち着かせる
効果が
【健康運】運動不足になりがち。小ま
めに動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】梅

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】あれこれ迷ってしまう気配。
優柔不断になりやすいので、信頼で
きる人の助言を参考に。気分転換に
は観劇が吉
【健康運】疲労回復が開運の鍵。休
息を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

【全体運】細部に目が行きやすく、文
句が多くなるかも。感謝の心を忘れず
に。自然豊かな場所に出掛け、リフレ
ッシュを
【健康運】オーバーワークはNG。のん
びり構えて
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

【全体運】レジャー運が盛り上がりま
す。親しい友人たちとにぎやかに楽し
んで。バーベキューやハイキングもお
勧めです
【健康運】体調万全。アクティブに過
ごすのが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】うっかりミスが増える暗示。
慣れた作業でも確認を徹底しましょ
う。日記を読み返すと運気好転のきっ
かけに
【健康運】小さなけがに気を付けて。
慎重に行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

真柄

　長谷川　博　士 さ　ん

　　　　　凌　大 く　ん（2歳）

翔　哉 く　ん（4歳）
りょう た

ひろ し しょう や

美味しいお米がたくさんできるといいな

今月の表紙モデルさんです。

休日当番医 平成27年5月15日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
6月

中 村 病 院

林 病 院

中 村 病 院

池 端 病 院

・

・

・

・

は や し 内 科 外 科

福 田 胃 腸 科 外 科

月 岡 医 院

井元産婦人科医院

7日

14日

21日

28日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,627人（正5,326人・准5,301人）
組合員戸数 9,999戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

105,261

35,255

493,929

2,778

574

★祖父（長谷川博士さん）から孫へ

元気で仲良く

　育ってください。
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6 月 10 日は○○の記念日
にょろりと長い胴を持つ小動物
男女が出会った途端に落ちることも
関東では養殖のブリ、関西では若いブリをこう呼びます
易者が占いに使う細い棒
傘を忘れたので軒先を借りて……
ライオンのことです
まつげに塗る化粧品
割、分、厘のさらに下
現在を挟んで過去とは反対側
みそ汁によく入れられる海藻
○○に就いて、用意、ドン！
○○詰め　ガラス○○　ビール○○ ★締切日

　6月10日（水）消印有効

★抽選で10名様に
　「メロン」をプレゼントいたします。
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※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

４月号の解答

応募総数91通　正解数89通

先月号の答えは
「ハナミズキ」
　　　　 でした。

宮地　富子（西大道）
河内喜代子（押田）
山本　絹子（東大道）
大久保　勇（北）
久保　豊子（勾当原）

片岡いづみ（塚）
堀　　春美（本保）
丸岡　清美（脇本）
奥村ヨシ子（中新庄）
川端　秀子（五分市）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

渡辺香保（池泉）
北村和美（杉谷）

1
2
3
4
5
7
9
11
13
15
17
19
21

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】好奇心を大切にしたい時
期。興味を引かれる分野にチャレンジ
を。知人のメールで好情報をキャッチ
することも
【健康運】軽い運動をすると心身共に
好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲンマメ

【全体運】リラックスでき、落ち着いて
行動できる1カ月。任された仕事を完
璧にこなし、周りから一目置かれそうで
す
【健康運】食べ過ぎてしまいがち。自
己節制が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

【全体運】前向きになれるはず。やっ
てみたいことを始めれば、すんなり上
達できそう。温めていたプランの実行
も大賛成
【健康運】睡眠の質を高めることで、
より健康体に
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】縁の下の力持ち的な役割
も笑顔で取り組み、サービス精神を発
揮しましょう。一気に人気者になれる
可能性大
【健康運】栄養バランスを整えること
で好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

【全体運】習い事を始めたり、新しい
趣味を持ったり、行動範囲を広げるチ
ャンスです。外出先で良縁に出合える
予感も
【健康運】適度な運動につき。発想
力ＵＰにも有効
【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】腰が重くなり、いろいろ面
倒になりやすいかも。約束をドタキャン
しないよう注意を。気晴らしには散歩
が◎
【健康運】食事時間を長く取り、ゆっ
たり過ごして
【幸運を呼ぶ食べ物】イサキ

【全体運】思い切ってアクションを起
こすことで、新たな扉が開かれます。
意欲的に！　遠出の旅行やドライブに
も幸運が
【健康運】シェイプアップに最適。理
想達成が可能
【幸運を呼ぶ食べ物】もずく

【全体運】考え過ぎてしまう傾向がチ
ラリ。もっと気楽に構えて。全身マッサ
ージをすると、気持ちを落ち着かせる
効果が
【健康運】運動不足になりがち。小ま
めに動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】梅

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】あれこれ迷ってしまう気配。
優柔不断になりやすいので、信頼で
きる人の助言を参考に。気分転換に
は観劇が吉
【健康運】疲労回復が開運の鍵。休
息を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

【全体運】細部に目が行きやすく、文
句が多くなるかも。感謝の心を忘れず
に。自然豊かな場所に出掛け、リフレ
ッシュを
【健康運】オーバーワークはNG。のん
びり構えて
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

【全体運】レジャー運が盛り上がりま
す。親しい友人たちとにぎやかに楽し
んで。バーベキューやハイキングもお
勧めです
【健康運】体調万全。アクティブに過
ごすのが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】うっかりミスが増える暗示。
慣れた作業でも確認を徹底しましょ
う。日記を読み返すと運気好転のきっ
かけに
【健康運】小さなけがに気を付けて。
慎重に行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

真柄

　長谷川　博　士 さ　ん

　　　　　凌　大 く　ん（2歳）

翔　哉 く　ん（4歳）
りょう た

ひろ し しょう や

美味しいお米がたくさんできるといいな

今月の表紙モデルさんです。

休日当番医 平成27年5月15日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
6月

中 村 病 院

林 病 院

中 村 病 院

池 端 病 院

・

・

・

・

は や し 内 科 外 科

福 田 胃 腸 科 外 科

月 岡 医 院

井元産婦人科医院

7日

14日

21日

28日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,627人（正5,326人・准5,301人）
組合員戸数 9,999戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

105,261

35,255

493,929

2,778

574

★祖父（長谷川博士さん）から孫へ

元気で仲良く

　育ってください。
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や
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れ
花
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の
藁
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て
雨
あ
が
る

夕
桜
花
筐
の
館
浮
き
い
で
し

日
を
集
め
廻
る
水
車
や
花
の
昼

陣
取
り
の
若
者
ひ
と
り
花
曇

青
時
雨
何
か
を
焦
り
何
も
せ
ず

へ
や

こ
た
つ

は
な
い
か
だ

や
ま
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し
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む
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笑
、
と
い
う
。
幼
な
子
と
ポ
チ
（
こ
の
名
が
何
と
な
く
古
く
て

い
い
）
と
の
散
歩
と
春
の
山
の
明
る
さ
。
歌
の
素
材
と
し
て
は
よ
く
歌
わ
れ
た
こ
と

だ
が
、
上
句
の
具
体
が
い
い
。
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五
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の
落
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証
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せ
ゐ
る

山
襞
の
芽
吹
き
の
色
も
さ
ま
ざ
ま
の
中
に
極
ま
る
社
の
桜
は

集
落
の
道
路
拡
張
舗
装
成
り
気
分
一
新
自
動
車
は
走
る

雪
解
け
の
小
川
を
の
ぞ
き
立
ち
止
ま
り
子
ら
の
家
路
は
た
そ
が
れ
て
ゆ
く

タ
グ
の
付
く
制
服
姿
の
六
歳
に
節
目
を
祝
う
光
さ
し
く
る

現
世
に
た
っ
た
一
人
の
縁
者
な
る
叔
父
の
家
族
と
江
の
島
巡
る

故
里
の
山
菜
詰
め
て
宅
配
便
姉
か
ら
は
ず
ん
だ
御
礼
の
電
話

株
分
け
し
六
個
の
鉢
の
君
子
蘭
薄
紅
色
に
見
事
咲
き
た
り

手
を
放
し
熱
あ
つ
を
揉
む
ぜ
ん
ま
い
の
木
灰
の
し
る
く
納
屋
に
こ
も
れ
り

ペ
ダ
ル
踏
み
診
療
所
へ
行
く
道
で
桜
吹
雪
に
一
人
歓
声

早
稲
の
種
播
き
終
へ
し
今
日
は
気
楽
な
り
外
は
桜
に
無
情
の
春
雨

水
ぬ
る
み
蛙
の
合
唱
聞
く
池
に
落
ち
く
る
水
音
豊
か
に
ひ
び
く

村
な
か
の
道
い
く
曲
り
歩
み
き
て
つ
ひ
に
誰
に
も
会
ふ
こ
と
の
な
し

両
手
振
り
弾
む
が
如
く
歩
く
子
の

　
　
　
　
　
　
　

ポ
チ
と
の
散
歩
山
は
笑
ひ
ぬ

連
載
第
1
7
7
回

路
上
観
察
の
学
術
用
語
で
は
「
和
風
原
爆
タ
イ
プ
」
と

呼
ば
れ
る
名
品
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
危
な
い
名
称
で
は
あ

る
が
、
す
で
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
度
か
紹
介
し
て
い

る
の
で
少
し
は
一
般
的
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ビ
ル
に
隣

接
し
て
い
た
和
風
の
屋
根
の
痕
跡
が
見
事
に
残
っ
て
い

る
。
朽
ち
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
た
ま
ら

な
い
。
い
わ
ゆ
る
廃
墟
趣
味
の
一
端
な
の
だ
ろ
う
が
、
隣

の
建
物
が
解
体
さ
れ
る
と
、
こ
う
し
た
面
白
い
画
像
が
表

出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
前
は
、
す
ぐ
に
解
体
し
た
所

に
新
し
い
建
物
が
新
築
さ
れ
る
の
で
、
数
日
間
し
か
鑑
賞

で
き
な
か
っ
た
が
、
近
頃
は
解
体
場
所
は
半
永
久
的
に
空

き
地
に
な
る
例
が
多
く
、
ア
ー
ト
と
し
て
末
長
く
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ら
し
い
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新
し
い
建
物
が
新
築
さ
れ
る
の
で
、
数
日
間
し
か
鑑
賞

で
き
な
か
っ
た
が
、
近
頃
は
解
体
場
所
は
半
永
久
的
に
空

き
地
に
な
る
例
が
多
く
、
ア
ー
ト
と
し
て
末
長
く
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
。
（
つ
づ
く
）

コーナーおたより

選
評
　

と
き
に
人
と
き
に
蝶
と
「
と
き

に
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
ゆ
っ
く
り
と
時

の
流
れ
る
無
人
駅
の
様
子
が
よ
く
強
調

さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
合
理
化
の
一
環

で
、
無
人
駅
が
多
い
が
、
ひ
っ
そ
り
と

し
た
駅
の
ベ
ン
チ
で
電
車
を
待
つ
の
も

意
外
に
贅
沢
な
ひ
と
と
き
か
も
し
れ
な

い
。
佳
句
が
ひ
ね
れ
た
の
も
大
き
な
収

穫
で
し
た
ね
。 脇

　

本
　

今
村
　

和
夫

ニンニクたっぷり炒め
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塩…………………………………
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小さじ1/2
小さじ1
小さじ1
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四
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か
ら
長
男
が
中
学
一
年
生
。

甘
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ん
坊
だ
っ
た
の
に
少
し
は
お
と

な
し
く
な
っ
た
の
か
な
。
そ
の
か
わ

り
親
も
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
と

思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

姫
川
　

山
下
　

美
樹

五
月
の
連
休
は
、
一
昔
前
は
田
ん

ぼ
が
に
ぎ
や
か
で
し
た
が
、
今
は

苗
の
遅
う
え
も
あ
り
、
た
ま
に
し

か
人
が
い
ま
せ
ん
。
時
が
た
つ
と
田

ん
ぼ
事
情
も
変
っ
た
も
の
で
す
ね
。

池
ノ
上
　

棗
　

賀
代
子

桜
見
シ
ー
ズ
ン
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あ
っ
と
い
う
間
に
過
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去
っ
て
い
よ
い
よ
、
忙

し
い
農
作
業
の
光
景

が
目
に
映
り
ま
す
。

暑
さ
の
中
で
せ
っ
せ
と

働
い
て
い
る
人
の
美
し

い
姿
に
感
動
す
る
こ
の

頃
で
す
。

高
木
　

竹
内
　

晴
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「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：6月17日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容：熱中症予防のため、屋内・屋外での注意点を説明し
　　　ます。
　　　
　　　 今月のおすすめ野菜：キャベツ

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.15%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

6

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、6月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

（耕しタイゾーさん）

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

設備資金
運転資金

0.50%～2.45%
（変　動）

（固　定）

年

0.50%
0.70%

年
5年以内
10年以内

1.70%
1.90%

年
5年以内
10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

1.60%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.20%年

年

年

年

0.90%

1.05%

1.20%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年1.0％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

熱中症にかからないために

月 の 金 利

（固　定）
1.90%10年超え

お知らせお知らせ INFORMATION

JA Calendar

ー 平成２８年度採用職員募集要項 ー

●応募資格
　上級：大学卒業後４年以内及び平成２８年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。
　中級：短大卒業後４年以内及び平成２８年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。

●採用試験の内容
　（１）筆記試験　（２）面接試験

●試験日時
　（１）筆記試験　平成２７年９月１４日（月）（予定）
　（２）面接試験　平成２７年９月３０日（水）（予定）

●会場
　越前たけふ農協会館（越前市本多２丁目１０－２２）

職員募集についての詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

職員募集のお知らせ
●申し込み方法
　電話・FAX・メール・書面等で、下記の内容を
　お知らせください。

　　氏名・帰省先住所・在学校名（卒業校名）
　　連絡先住所・電話番号・携帯電話番号

　履歴書（当JA様式）を送付いたします。

●受付期間
　平成２７年８月１日（土）～９月１日（火）

●採用予定者数
　１５名

ＴＥＬ：（0778）22－1111　FAX：（0778）21－2510
E-mail：kanri@etakefu.ja-fukui.or.jpＪＡ越前たけふ 総務部 企画管理課

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

2

9

16

23

30

3

10

17

24

1

31

7

14

21

28

1

8

15

22

29

4

11

18

25

2

5

12

19

26

3

6

13

20

27

4

年金相談会
（中央支店）

「農・食・遊」
ふれあい祭

全員外務日

ＪＡ-ＳＳ感謝デー

今庄支店年金友の
会つどい
ＪＡ-ＳＳ感謝デー

「農・食・遊」
ふれあい祭
年金受給感謝大会

健康相談の日窓口感謝デー

第６7回理事会
（株）コープ武生
取締役会

使用済農業用生産
資材回収
年金相談会
（王子保支店）

年金相談会
（東部支店）

ＪＡ-ＳＳ感謝デー
年金相談会
（味真野支店）
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地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

平成27年 ふれあい祭
6月13日土 14日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

13 14 開催

13

14

「越前しきぶ姫」

ところ：越前市文化センター
■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

■午前9：45～午後1：00

■午前11：00～

■午前10：00～

■午後3：30～

遊具運行時間：午前10
：00～午後4：00

アグネス・チャン
歌謡ショー
アグネス・チャン
歌謡ショー

■2回目
　午後  3：30～

■1回目
　午前11：30～

13

南越消防組合音楽隊

※スケジュールの都合上、上記時刻に変更があることもございます。ご了承下さいませ。

両日開催!!両日開催!!キッチンカーにてキッチンカーにて

無料試食




